
様式第一号

法人名　社会医療法人生長会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 2 1 1 0

所在地　大阪府和泉市肥子町１丁目10-17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

 １ 有 形 固 定 資 産

その他の有形固定資産

 ２ 無 形 固 定 資 産

 ３ そ の 他 の 資 産

(注) １．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当で
　　　　あると認められるものについては、当該資産、負債及び純資産を示す名称を付した科目をもって、別に
　　　　掲記することを妨げないこと。
　　 ２．社会医療法人及び特定医療法人については、純資産の部の基金の科目を削除すること。
　　 ３．経過措置医療法人は、純資産の部の基金の科目の代わりに出資金とするとともに、代替基金の科目を

削除すること。

前 払 年 金 費 用 2,271,379

その他の固定資産 596,935

資　産　合　計 53,632,397 負債・純資産合計 53,632,397

長 期 未 収 金 219,772

貸倒引当金（長期） △ 220,648

純 資 産 合 計 25,764,554

投 資 有 価 証 券 2,838,715

設 立 等 積 立 金

長 期 貸 付 金 615,425

繰 越 利 益 積 立 金 25,743,275

リ ー ス 債 務 長 期 4,549,258

156,865 純 資 産 の 部

57,923

21,278

借 地 権 負　債　合　計 27,867,843

6,321,581

ソ フ ト ウ ェ ア

リ ー ス 資 産

その他の無形固定資産

科　　　目 金　　　額

47,016

901,284

Ⅰ　積 立 金 25,764,554

226,661

470,740

建 設 仮 勘 定

その他の流動負債 291,411医 療 用 器 械 備 品 521,636

Ⅱ　固　定　負　債 16,583,619その他の器械備品

長 期 未 払 金

425,377

長 期 借 入 金 10,716,362

5,221,810

車 両 及 び 船 舶 2,041

リ ー ス 資 産 5,860,983 退 職 給 付 引 当 金 299,411

844,872土 地 6,689,541

役員退職慰労引当金 173,715

31,934,167

賞 与 引 当 金 2,042,539建 物 12,953,124

リ ー ス 債 務 短 期 1,871,458

前 受 収 益 6,630

構 築 物 201,728

未 払 金 1,600,257

預 り 金 222Ⅱ　固　定　資　産 39,157,033

預 り 保 証 金 39,585

未 払 消 費 税 等 120,661貸倒引当金(短期） △ 11,052

※医療法人整理番号

貸 借 対 照 表

（2026年3月31日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

Ⅰ　流　動　資　産 14,475,364 Ⅰ　流　動　負　債 11,284,223

現 金 及 び 預 金 4,996,312 買 掛 金 2,743,186

前 払 費 用 90,529 未 払 費 用 822,706

未 払 法 人 税 等 340その他の流動資産 30,797

事 業 未 収 金 8,749,076 短 期 借 入 金 1,745,224

た な 卸 資 産 619,701



様式第ニ号

法人名　社会医療法人生長会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0 2 1 1 0

所在地　大阪府和泉市肥子町１丁目10-17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

Ⅰ　事　業　損　益

Ａ　本来業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

(１)　事　業　費　

(２)　本　部　費　

Ｂ　附帯業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

Ｃ　収益業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

Ⅱ　事 業 外 収 益

Ⅲ　事 業 外 費 用

Ⅳ　特　別　利　益

Ⅴ　特　別　損　失

(注) １．利益がマイナスとなる場合には、「利益」を「損失」と表示すること。
　　 ２．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当で
　　　　 あると認められるものについては、当該事業損益、事業外収益、事業外費用、特別利益及び特別損失を
　　　　 を示す名称を付した科目をもって、別に掲記することを妨げないこと。

固 定 資 産 譲 渡 益 4,060

その他の特別収益 170,919 255,448

49,817,972

前 期 修 正 損

支 払 利 息 150,949

50,716,160

※医療法人整理番号

損 益 計 算 書

（自　2025年4月1日　　至　2026年3月31日）

科　　　　　　　　　　目 金　　　　　　額

737,509 50,555,481

本来業務事業利益 160,679

1,466,606

1,541,609

附帯業務事業損失 75,002

2,216,187

2,155,152

収益業務事業利益 61,034

事 業 利 益 146,711

受取利息・配当金 39,233

その他の事業外費用 2,818 153,768

その他の事業外収益 2,780 42,013

施設整備補助金収益 80,469

経 常 利 益 34,956

その他の特別損失 160,180 190,067

固 定 資 産 除 却 損

6,303

23,584

税 引 前 当 期 純 利 益 100,337

当 期 純 利 益 99,997

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 340 340



１．継続事業の前提に関する事項

該当なし

２．資産の評価基準及び評価方法

(1)たな卸資産

最終仕入原価法による低価法

(2)満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

３．固定資産の減価償却方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。
　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

建物 2 ～ 50 年
構築物 2 ～ 48 年
医療用器械備品 2 ～ 10 年
その他器械備品 1 ～ 20 年
車両運搬具 2 ～ 4 年
授業用教材 2 ～ 6 年

(2)無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。
　なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
　ただし、ソフトウェア（法人内使用分）については、法人内における利用可能期間（5年）に基づく定額法に
よっております。

(3)リース資産

　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
　　一部、高額リースにおいては、利息法を採用し、元本と利息をそれぞれ計上しております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

　職員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当会計年度に負担すべき額を計上して
おります。

(3)退職給付引当金
 （前払年金費用）

  従業員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、
当会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。
　退職給付引当金（前払年金費用）及び退職給付費用の処理方法は次のとおりであります。

①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付見込額の算定にあたり、退職給付見込額を当期までの期間に帰属させる方法については、給付算定
式基準によっております。

②数理計算上の差異
数理計算上の差異は、各会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）に
よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌会計年度から費用処理しております。

重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記



(4)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

５．消費税等の会計処理方法

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

６．その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項

(1)所有権移転外ファイナンス・リース取引の会計処理方法

　リース取引総額が300万円未満や、リース期間が1年以内の所有権移転外ファイナンス・リース取引は、通常
の賃貸借処理によっている。また、リース取引開始日が会計基準移行年度前の所有権移転外ファイナンス・
リース取引で従来賃貸借処理を行っていたものについては、当該リース契約が終了するまでの期間、引き続き
賃貸借処理によっております。

(2)補助金等の会計処理

　固定資産を購入する目的で受取った補助金等については、受取った会計年度に一括して収益として計上して
おります。
　なお、対象となる固定資産について法人税法上の圧縮記帳が認められている場合は、固定資産を直接減額す
る方法によって処理しております。

７．重要な会計方針を変更した旨等

該当なし

８．資産及び負債のうち収益業務に関する事項・収益業務からの繰入金の状況に関する事項

(1)資産及び負債のうち、収益業務に係るもの

(2)収益業務からの繰入金の状況

９．担保に供されている資産に関する事項

【担保に供している資産】

【担保に係る債務】

１０．法第５１条第１項に規定する関係事業者に関する事項

(1)法人である関係事業者

該当なし

(2)個人である関係事業者

該当なし

科　　目
金　　額

（千円）
　長期借入金（1年内返済予定を含む） 11,489,882

計 11,489,882

　建　　物 11,829,012
　土　　地 5,603,272

計 17,432,284

繰入純額 △ 1,809,162 452,776 1,404,662 △ 2,761,048

科　　目
金　　額

（千円）

前期末残高 当期繰入額 当期元入額 当期末残高
（千円） （千円） （千円） （千円）

金額（千円）
　資産 1,521,282
　負債 547,770



１１. 重要な偶発債務に関する事項

該当なし

１２．重要な後発事象に関する事項

資金の借入
当法人は、2026年3月23日開催の理事会決議に基づき、次のとおり資金の借入を実行しました。

１３．その他医療法人の財政状態又は損益の状況を明らかにするために必要な事項

(1)有形固定資産の減価償却累計額 千円
(2)賃貸借処理をしたファイナンス・リース取引

(3)退職給付関係

①退職給付債務及びその内訳
 積立型制度の退職給付債務 千円
 退職一時金制度の退職給付債務 千円
 年金資産 千円
 未積立退職給付債務 千円
 会計基準適用時差異 千円
 未認識数理計算上の差異 千円
 貸借対照表に計上された負債と資産の純額 千円

 退職給付引当金 千円
 前払年金費用 千円
 貸借対照表に計上された負債と資産の純額 千円

②会計基準適用時差異の処理年数 11年

(4)補助金等に重要性がある場合の内訳、交付者及び貸借対照表等への影響額

小計 80,469

　合計 1,258,036

大阪府 18,605 特別利益
その他 ― 1,853 特別利益

施
設
設
備

ICT機器を活用した勤務環境改善の先駆的取組を行うモデル医療
機関調査支援事業補助金

厚生労働省 40,931 特別利益

医療施設等経営強化緊急支援事業費補助金 大阪府 19,080 特別利益
新興感染症に係る協定締結医療機関施設整備費補助金

その他 ― 184,843 事業収益
小計 1,177,567

私立専門学校授業料減免費補助金 大阪府 52,029 事業収益
周産期母子医療センター運営事業補助金 大阪府 39,472 事業収益

医療機関等物価高騰対策一時支援金 大阪府 76,676 事業収益

勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業補助金 大阪府 53,859 事業収益

△ 1,971,968

補助金等の内訳 交付者 金額(千円) 計上区分

運
営
費

医療機関等における賃上げ・物価上昇に対する支援事業費補助
金

厚生労働省 770,686 事業収益

△ 3,449,687
△ 94,482
1,572,201

△ 1,971,968

299,411
△ 2,271,379

計 501,147 653,880

4,311,754
299,411

△ 8,060,852

医療用器械備品等 474,315 649,914
ソフトウェア 26,832 3,965

33,886,489

科　　目
リース料総額 未経過リース料

（千円） （千円）

(4)　借入利率 2.300%
(5)　借入実行日 2026年5月25日
(6)　返済期限 2047年3月10日
(7)　担保提供資産又は保証 有

(1)　資金使途 ベルアモールの増改築
(2)　借入先の名称 独立行政法人福祉医療機構
(3)　借入金額 1,600百万円



(5)満期保有目的の債券に重要性がある場合の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

第27回三菱東京UFJ銀行社債（劣後特約付） 308,725 297,030 △ 11,695

合計 2,838,715 2,613,500 △ 225,215

第448回 中国電力 社債（TLB） 502,211 445,340 △ 56,871

第37回 三菱UFJフィナンシャルグループ
期限前劣後免除特約付

502,068 480,315 △ 21,753

第26回三菱UFJフィナンシャルグループ
劣後免除特約付

1,007,497 925,930 △ 81,567

第11回 三菱UFJフィナンシャルグループ
期限前償還財務特約無

518,214 464,885 △ 53,329

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益
　（千円） 　（千円） 　（千円）


